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研究成果の概要（和文）：ジオパークは、地域資源の保全と活用を目的とした仕組みである。特に我が国では過疎地に
おいてジオツーリズムの展開による地域の活性化が期待されている。本研究では、過疎地の中でも島嶼に焦点を当て、
そこでのジオツーリズムの展開可能性について、地域資源の保全や活用の当事者となる担い手としての地域住民に着目
し、観光化プロセスの解明にあたった。
その結果、地域住民の主体性の醸成が重要であること、とりわけ自治体との意識共有を図るにあたっては、ジオパーク
およびジオツーリズムの定義と実際の導入場面とを相互に比較しながら、定着へとつなげていく「過程」の丁寧な蓄積
の必要性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Geopark is a structure aimed at preservation and utilization of local resources. 
Especially in our country, regional vitalization of underpopulated area is expected through developing 
Geopark. Among many underpopulated areas, this study particularly focuses on islands and verifies the 
probability of developing Geotourism and the process of making Geopark as a tourist site by focusing on 
local people as those who are responsible for preservation and utilization of local resources.
The study revealed the importance of building independence of local people and the necessity of carefully 
accumulating “process” for being established by defining Geopark and Geotourism and mutually comparing 
them with actual introduction settings, particularly when sharing awareness with local governments.

研究分野：観光学
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１．研究開始当初の背景 
 21世紀は「観光の世紀」と言われて久しい。
確かに、過疎・高齢化の進行による交流人口
の確保、その土地固有の地域資源を活かした
地域づくりの取り組みは、全国至るところで
注目され、具体化が進められている。特に、
地域が主役となる着地型観光について、その
必要性を指摘する声に異論はないだろう。 
 観光は、外部からの来訪者なくして成立し
ないし、見どころとなる観光対象、観光資本、
これら 3つの要素は不可分の関係にある。た
とえば、観光資本の立場には旅行会社や運輸、
宿泊業者が位置づけられる。旅行会社は当然
ながら利益を得るための行程を組み立てる。
これに附随して運輸、宿泊業者が観光客や旅
行会社のニーズに応えるべく運行体制や施
設整備などのサービスを展開してきた。この
三位一体の仕組みが、わが国の観光を長い間
支えてきた。 
 それに対して、着地型観光の台頭の背景に
は、これまでの観光の展開における問題点を
克服しようという意図が存在していると思
われる。すなわち、担い手となる地域住民の
存在へ着目する必要があり、観光対象となる
地域社会（コミュニティ）が主体性をもって
観光客を迎え入れてきたかという強い疑問
が、各地で課題として顕在化してきたことへ
のアンチテーゼとしてそれらをとらえてい
くことが求められる。このように、地域資源
の観光資源化において地域社会はなおざり
にされてきた結果、持続可能な観光の展開が
危ぶまれる事態が各所で発生していると言
えよう。 
 本研究の主題として取り上げるジオツー
リズムは、地域が主役となる着地型観光の代
表的な形態として知られる。新たな箱モノを
建設したり、観光資源を一方的に利用したり
するのではなく、地域にあるものを持続的に
提供することを基本とする。そして、地域が
受け入れられる範囲内で展開する、自然環境
と人間環境の調和的共生を強く意識した観
光である。我が国におけるジオパークは、多
くが過疎地域に分布し、とりわけ島嶼部での
認定地が増加している点が特徴として挙げ
られる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ジオパークとは何か、そしてジ
オパークで展開されるジオツーリズムの特
徴は何かを明確にすることを目的とし、真に
地域の発展につながるための諸問題につい
て検討を加えようという目的を掲げ、以下の
二点の観点を中心に進めることとした。 
(1)ジオパークやジオツーリズムを推進して
いく上で、他の種類のツーリズム、たとえば
時間スケールの点で比較されやすい歴史観
光や、ユネスコの正式プログラムという共通
点をもつ世界遺産観光の特徴に言及しつつ、
それらの本質に迫る。 
(2)新しい観光形態としてのジオツーリズム

に注目し、とくに小規模島嶼に焦点をしぼっ
てジオパークの仕組みを導入することの可
能性について、日本ジオパークに認定された
三島村・鬼界カルデラジオパーク、またジオ
パークと類似した観光形態として知られる
エコツーリズムを推進している小値賀島や
対馬、屋久島といった島嶼地域を研究対象と
して取り上げ、ジオツーリズムの有用性につ
いて対比するための特性把握に努めた。 
 
３．研究の方法 
前述の目的を達するために、それぞれの対
象地域において関係者への聞き取り調査、文
献収集、各種行事への参与観察などによりデ
ータを取得した。そのうち、三島村・鬼界カ
ルデラジオパーク、小値賀島に関しては以下
の手順でおこなった。 
(1)三島村・鬼界カルデラジオパーク 
三島村役場および島に暮らす住民に対し
てライフヒストリー調査、面接質問法による
聞き取り調査、硫黄島全世帯を対象としたア
ンケート調査等をおこない、結果をまとめる。
筆者は、2013 年 9 月 6～8 日にアンケート調
査ならびに聞き取り調査を実施した。その後、
同年 12 月 21 日、2014 年 12 月 17 日、2016
年 2 月 3～4 日に追加の聞き取り調査をおこ
なった。対象者は、それぞれ役場職員および
住民に設定した。役場からは、村長の日高郷
士氏（当時）、大山秀人氏、大岩根尚氏に応
じていただき、住民からは硫黄島出身で退職
を契機に Uターン移住した 60 歳代男性と、I
ターン移住者である 20 歳代女性、竹島在住
の U ターン移住者である 30 歳代男性の 3 名
が応じた。聞き取りにあたっては、非統制的
な自由な発話の収集に努めたが、対象者本人
の「自分史」的内容と、客観的事実として登
場した本ジオパークに関する内容とを大別
し記録していった。 
(2)小値賀島 
2013 年 11 月 9日～10 日に、筆者をはじめ
長崎大学環境科学部学部生・大学院生計 25
名で、おぢかアイランドツーリズムの高砂樹
史氏による座学および質疑応答ののち、6 軒
の民泊先を対象として、面接質問法による聞
き取り調査をおこなった。 
 
４．研究成果 
結果、ジオパークとは地域が主体となって
文化的な価値もふくむジオサイト＝地域資
源を保全・活用することを目的とし、持続可
能な地域づくりを具現化していく動態的な
仕組みであること、ジオツーリズムとはジオ
サイトの特徴を知りその保全意識の涵養へ
とつなげていく、地域が主体となった観光形
態であることが明確になった。 
また、具体的な研究対象地より取得したデ
ータから、ジオパーク構想の推進過程におい
て、地域住民の意識醸成を図るには、①ジオ
パークの意義や目指す地域像を明確に住民
の間に普及させることが重要であるため、そ 



図 1 ジオパーク構想の推進と住民意識の
醸成モデル 

 
の点に傾注した推進体制づくりが求められ
ること、②地域において地域住民によるジオ
パーク活動につながるような主体的な活動
が地域に根づいていることが重要になるこ
とが明らかになった。合わせて、③地域住民
による主体的な活動を根づかせるには、地域
資源への気づきや、再発見を促すことが有効
であり、④当該地域の資源をもとから熟知し
ており、専門職員として活躍できる人材が存
在することは、ジオパーク推進の過程におい
てとくに不可欠である点が明確となった。ま
た、住民の地域資源への再発見に関して、そ
れを促す役割を果たすものとしてジオスト
ーリーが注目される。ジオストーリーは住民
へのジオパークの意義の普及を促す役割を
もつことから、その構築過程は慎重な議論の
蓄積が求められる（図 1）。 
 また、小値賀町の事例研究からは、地域特
有の自然環境や生活環境（地域資源）を活か
した着地型観光の確立に取り組んでいる。つ
まり、初期費用が比較的安価な観光形態であ
ったからこそ、都市部と比較して経済力に乏
しい条件不利地域である当地でも取り組む
ことが可能であったことが示唆された。今後、
持続的に民泊事業を展開していくためには、
島民の生活を潤すための経済的効果の波及
および高齢化が進む民泊経営者の跡継ぎの
確保が不可欠である。ただしここで留意すべ
きは、前者は民泊事業のみで生計が成り立つ
ということを指しているのではない点であ
る。高齢者が担い手として多いことや、実際
の身の丈にあった受け入れ人数を考慮する
と、公的年金や他の収入を得ながらの「兼民
泊」も経営の一つの形としてとらえておく方
が現実的であろう。 
また、住民が考える小値賀町の良さは、「人
とのつながり」「自然環境」など身近で日常
的なものであり、それは都市圏や首都圏の
人々にとっては非日常化しつつあるもので
ある点や、民泊体験によるツーリズムを展開
する場合、民泊経営者だけでなく、まち全体
の活性化を視野に入れた観光まちづくりの
視点が重要である。民泊のなかで実施される

体験プログラムの多くは、「農業や漁業など
の生業や、郷土料理、工芸といった島民が特
別な訓練を行わなくても提供できる」もので
あり、利点の伸張や課題の克服にはこの原点
に立った議論の蓄積が不可欠である。この有
用な成果を、今後認定地域の増加が予想され
る島嶼地域のジオパークやジオツーリズム
の導入にあたって利点や課題の反映に心が
けていくべきであろう。 
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